
 

 

 

 

 連休前のことになりますが、4 月 28 日（土）の第 1 回土曜授業での、授業参観、ＰＴＡ総会

へのご出席、緊急時引き渡し訓練へのご協力ありがとうございました。たくさんの保護者のみな

さんのご参加に感謝いたします。今後とも、本校の教育活動及びＰＴＡ活動への積極的なご参

加・ご協力をお願いいたします。 

 緊急時の引き渡しにつきましては、実際に行われないことを望むばかりですが、もしもの時に

は、すぐメールの送信でお知らせをし、お迎えに来ていただけるまで、学校で安全にお子様をお

預かりいたします。携帯の機種変更などでメールアドレスが変わった場合は、必ず学校へお知ら

せください。 

 

 

 5年生 国語 説明文の読み方 基礎知識の学習 

以前から子どもに身に着けたい力として、「論理的思考力」が挙げられています。簡単に言う

と、「筋道を立てて考える力」です。今年の中央小学校の学校生活におけるキーワードは「自分か

ら」です。国語や社会、算数や理科の文章題など、あらゆる文章を自分から読み解いていくため

には「論理的思考力」が必要です。そのためのポイントを知る授業が今日の 5 年生の国語でし

た。言葉と言葉 言葉と文章、文章と文章の関係において「具体と抽象」「比較」「因果」などの

関係があります。 

「食べ物」は抽象的な言い方。文章の中で具体的にくわしく説明するときは「りんごやラー

メン、ごはん・・・・・などなど」これはわかりやすいですよね。それでは「比較」はどうで

しょうか。「大きい・小さい」は大きさによる比較「長い・短い」長さによる比較。「ゾウの鼻は

長いがブタの鼻は短い。」比較しながら文章で論じていく場合がありますよね。 

さて最後の「因果」とは？ 

５－１では「風が吹けば桶屋がもうかる」という例で学んでいました。これは「何か事が起こ

るとめぐりめぐって意外なところに影響が及ぶこと」のたとえですが、 
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「風が吹く→砂ぼこりが立つ→砂が目に入り目が悪くなる→三味線を弾く人（昔、目が悪い人

の中には三味線を弾いて生計を立てている人がいた）→三味線のタイコは猫の皮からできている

→猫が少なくなる→ネズミが増える→ネズミが桶をよくかじるようになる→桶を作っている桶

屋さんがもうかる」となるのです。因果関係とは原因と結果の関係です。「風が吹く」という原

因により「桶屋がもうかった」というかなり可能性の低い結果につながります。子どもたちは「わ

かるけど納得できない。」と自分でその論理を判断し、各自が「風が吹く」という原因から影響

が及ぶ出来事を次々とつなげ、楽しみながら文章を作っていました。 

このように「言葉と言葉」「言葉と文章」「文章と文章」の関係を知っておくことで、さまざま

な文章を自分から読み解く力が身に着くのです。「この文章と文章はこういう関係だよ。」と先生

に教えてもらう学習ではなく、自分から論理的思考を働かせながら文章を読んでいく基礎を学ぶ

学習でした。少し難しかったけど面白かったね。 

  3年生 図工 「こんな色できたよ」 

 「このかにさんに色を付けますが使える色は赤・青・黄の 3色だけです」「えっ」と子どもた 

ち。黒板に貼ってあったカニの塗り絵のサンプル画は何色にも 

色分けされ、塗り分けられていたからです。「赤だけで 5色作り 

ます。」「えっ」とまた子どもたち。「どうしたらいいですか？」 

の先生の問いに「水を使う」「水でうすめる」と何人かが声を上 

げました。「それじゃあ、水でうすめて色を作るとして、濃い色 

からぬる？うすい色からぬる？」の問いには答えが分かれました。

先生の周りに集まり１色から 5色をつくる方法を、子どもたち 

は食い入るように見つめていました。「先生はうすい色からと濃 

い色からと両方やってみたよ。まずうすい色からつくる」水をたっぷりつけて本当にうすいピン 

ク色ができました。その次はちょっと筆を絵具にツンツンとつけて次の色。「おおー」子どもた

ちは早くやりたくて仕方ありません。「でも 5 色つくるのは難

しいんとちがう？」私は声をかけました。先生が赤の 5色を見

事に作り上げ、やっと子どもたちの出番です。「この色とこの色

ほとんど同じ色やな」「けっこうむずかしいな」それでも子ども

たちはとてもよく集中して、色づくりを楽しんでいました。最

後に残った何か所かは赤と青など、2 色混ぜて色をつくっても

いいというお許しが出ました。 

 水を使って薄めるだけで、微妙に色合いの違う多彩な表現ができる技術を学んだ楽しい授業で

した。 

 

中央小学校の身近な自然を子どもたちに見つけてもら

いたくて、ネイチャーＢＩＮＧＯを始めました。もう

No3まで来ています。季節はすぐに移り変わります。ぼーっと

していたら枯れてしまう草花もありビンゴを作るのに大忙し

です。高学年の子どもたちだれか手伝ってくれないかなあなん

て思っています。低学年の子が何人か「校長先生ビンゴした

よ！」と見せに来てくれます。でも賞品がないのが残念みたい

です。賞品よりも自然に触れることが大事ですよね。 

 

保育園との境ぐらいに咲いているトベラの花。いい香りがします。 


